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ひずみ測定のシステム構成

モビリティパーツの残留応力を計測することにより、製品の品質向上に貢献いたします。

ひずみゲージによる残留応力測定技術

Cat.No 3E6J-015-00-180122

● 多点の残留応力を高精度で計測いたします。

試験例

● 切り出し法により、3気筒のシリンダーブロックの残留応力を計測した事例を紹介いたします。

単軸

• 測定範囲： ±19,000×10-6ひずみ
• ひずみ分解能： 1×10-6ひずみ
• ひずみ精度： ±0.05％FS
• 測定点数： 50点/台 （Max.1000点）
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（データロガー、ひずみユニット）

● 当社では、オンサイト測定が可能なX線残留応力測定サービス 『ストレスクイッカー ®』 も承っておりますのでお気軽に

お問い合わせください。

ひずみゲージ貼り（養生）箇所の一例

切断後

残留応力計測

切断前後でひずみ測定し、残留応力を算出

20mm角のブロックを切出し
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